
　

日
本
人
は
昔
か
ら
、
森
を
育
て
山

を
手
入
れ
す
る
こ
と
で
そ
の
恵
み
を

生
活
の
中
に
取
り
入
れ
て
き
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
木
材
の

需
要
増
加
に
始
ま
り
、
高
度
経
済
成

長
期
の
住
宅
建
設
に
伴
う
多
く
の
木

材
の
利
用
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生
活

は
豊
か
に
な
っ
た
一
方
、
過
剰
な
伐

採
と
開
発
に
よ
る
森
林
の
荒
廃
も
経

験
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
経
験
か
ら
、
成
長
の
早

い
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
再
造
林
を
行
う

な
ど
、
全
国
的
な
森
林
整
備
に
よ
り

森
林
を
回
復
。
現
在
で
は
全
国
の
森

林
面
積
の
約
40
％
が
人
工
林
と
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
鹿
屋
市
で
は
再
造

林
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
た
め
、
市

有
林
、
県
有
林
を
含
め
た
※

民
有
林

の
面
積
の
う
ち
、
人
工
林
の
割
合
は

約
61
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

35
～
50
年
程
度
で
ス
ギ
が
木
材
と

し
て
収
穫（
伐
採
）
さ
れ
る
中
で
、

本
市
の
人
工
林
に
お
け
る
31
年
以
上

の
成
育
を
迎
え
た
森
林
の
割
合
は
約

93
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
木
材
と
し

て
利
用
可
能
な
森
林
が
充
実
し
て
い

る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

収
穫
や
流
通
が
進
ん
で
い
な
い
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
今
、
鹿
屋
市
の

林
業
は
大
き
な
転
換
点
に
立
っ
て
い

る
の
で
す
。
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森
林
の
役
割
は
、
木
材
や
食
料
の
生
産
や

災
害
防
止
、
水
源
の
※
涵か

ん

養
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
森
林
の
多
面
的
な

機
能
を
維
持
し
、
恩
恵
を
受
け
る
た
め
に

は
「
植
え
る
、
育
て
る
、
収
穫
す
る
、
使
う
」

と
い
う
循
環
の
形
で
森
林
を
維
持
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
「
林
業
」
と
い
え
ば
木
を
「
伐き

る
」
イ
メ
ー

ジ
を
持
ち
ま
す
が
、
実
際
は
そ
れ
以
外
の
植

林
や
販
売
流
通
の
段
階
な
ど
、
森
林
に
関
わ

る
全
て
の
段
階
で
の
充
実
が
必
要
で
す
。

　

鹿
屋
市
は
北
西
部
に
高
隈
山
系
、
南

部
に
は
国
見
山
系
が
広
が
り
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
ら
を
源
流
と
し
て
肝
属
川
や
串
良

川
・
姶
良
川
が
流
れ
、
山
と
森
林
の
恵

み
は
日
々
の
生
活
の
上
で
も
非
常
に
重

要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
総
面
積
４
４
︐ ８
１
５
ha
の
う

ち
、
田
・
畑
・
山
林
な
ど
の
自
然
的
土

地
利
用
の
割
合
は
８
割
を
占
め
、
さ
ら

に
森
林
面
積
は
２
３
︐ ０
８
８
ha
で
、

市
の
総
面
積
の
52
％
が
森
林
に
該
当
し

ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
後
継
者
不
在
等
の
原

因
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
が
森
林
の
管

理
が
で
き
な
い
な
ど
林
業
へ
の
意
欲
が

減
退
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伐
採

後
に
苗
木
を
植
え
る
再
造
林
が
で
き
て

い
な
い
な
ど
、
適
切
な
管
理
が
図
ら
れ

て
い
な
い
森
林
が
散
見
さ
れ
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　森林は土砂災害の防止、木材の生産、生物の多様
性の維持などの機能を持つ、我々の暮らしに直結す
る重要な資源です。
　少子高齢化等により森林が適切に管理されず、森
林の機能が維持できない状況になると、未来の私た
ちの暮らしを脅かす恐れがあります。今回は本市の
現状を踏まえたうえで、豊かで安全な森林を守る「林
業」の役割を、もう一度見つめ直します。
　　　　　　問問市林務水産課　☎0994-31-1173

森
守
人

も
り
び
と

森
守
人

もりびと
林業の未来

林業の未来

林
業
の
転
換
点

理
想
の
森
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と
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市
の
地
形
と
森
林
事
情

▲鹿屋市の森林を色分けした図
　　 ：国有林　  ：民有林

GoogleGoogle

▲人工林は一般的にスギやヒノキ
　が植えられることが多い

人工林
9,574 ha

60.5%

天然林
5,070 ha

32.0%

竹林
667 ha
4.2%

その他
526 ha
3.3%

▲民有林の内訳面積（「鹿屋市森
　林・林業振興計画」より）

▲森林の適切な管理イメージ
　（大隅森林組合ホームページより引用）

※
民
有
林
は
国
有
林
以
外
の
森
林
の
呼
称

※
水
が
土
壌
に
浸
透
す
る
こ
と
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